
サイト内検索はこちらから

検索

ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ くるくるお散歩マップ リレー蕎⻨ウォーク No.4

『ゴールデン・ウイークはどっか⾏くの？』

「い〜や」

『何処にも⾏かないの』

「う・・・ん」

『暗〜い』

孫から冷笑されながらも体調不良で如何ともしがたく、悶々と

して⽇々を過ごしていたが、終わり近くなって、アアそうだ。あれ

だ。

財布にやさしい散歩をお勧めしたい、近所の庭先や花⽊の

移ろいを楽しむ、途中初めての蕎⻨屋をのぞくのも⾯⽩い。

・・・たしか昨年の朝⽇新聞・天声⼈語⼦の連休の過ごし⽅の

記事である。

⼩⽣のGWはこれ。

よし⾏こう。

前沢宿の交差点を花⼩⾦井⽅⾯へ曲がり、第⼀⼩学校を

左に⾒ながら⼩⾦井街道の坂道を下ると直ぐ左⼿に⼤きなケ

ヤキの⽊がある。その根元に地蔵尊の祠がある。市指定⽂化

財で１８世紀造⽴とされている。その礎⽯に左江⼾道、右⼤

⼭道と彫ってある。旅⼈達の道しるべであろう。右に⾏き最初

の信号を右に少し⼊ったところには仏を彫った供養塔がある。

再び、⼩⾦井街道に戻り焼⾁屋さんを横⽬で⾒ながら、前

沢の交差点を左折して４，５分、所沢街道沿いに歩くと、お

⽬当ての蕎⻨屋、『そば處久乃家』がある。

平成４年創業の店主に いきなりお薦めは？と訊くと・・・・

特にありません、お客さんに普通に⾷べていただくことを⼼がけて

いますと仰る。

「普通」って⼀体何が普通なのか、

こ⼀時間あまりの楽しい会話の中に随所に現れる。

８割蕎⻨。北海道のそば粉に北海道の⼩⻨をつなぎに使って

いる。箸にとって⽬の⾼さまで切れないで⾷べられる。

そして普通に⾷べていただく・・・・

特にこだわりはないと仰りながら、「つなぎ」の重要さを強調され

る。

｛わが「くるくる」も⼈と⼈との「つなぎ」である。

⻑〜く、切れないように⼤切にしなくちゃあ・・・

せめて利⽤していただいている皆さんの⽬の⾼さまでは・・・｝

独⽩

ご馳⾛様でした。

今度はお酒を飲みながら蕎⻨を頂きに来ます。と挨拶を済ま

せ、さ〜てと、⾷べたら歩く。

これがこのコラム執筆の掟である。

⽞関を出て、所沢街道を⻄東京へ向かい、直ぐ左の⼩道に⼊

る。

⽣垣のアジサイは６⽉が⾒ごろ。

しばらく⾏くとしだれ梅がお墓の傍にある。

⾒ごろは３⽉。

毎⽇、⼀⾷は蕎⻨を⾷べます。打ってから納得がいかなかった

時は直ぐにまた⾷べますと店主は仰る。

江⼾っ⼦はつゆなしで喉ごしに⾷べると⾔うが・・・「つゆ」なしで

は蕎⻨ではありません。「つゆ」にもこだわりますと。

『普通』に⾷べていただくと⾔うことは『お客さん』の⽴場に⽴って

と⾔うことですか。成る程うなずけます。

坂道を下ると釣堀であるがただ今⼯事中。この⼀隅に弁天さま

の祠がある。市指定⽂化財である。正⾯に⼥性像と千両箱を

積んだ荷⾞、右側⾯に⼈物像と⾺、左側⾯には稲と桶、さら

にその上には薄墨の⾊の蛇の形をした⽯が置いてある。彫刻が鮮明で⾒て楽しめる供養塔である。

いよいよ本⽇の⾒どころ落合川に出る。

河川の直線化⼯事のあと、カワセミが帰ってきた。

巣作りのために⼈⼯的につくったブロックの⽳に営巣したのであ

る。

愛⿃家をはじめウォーカーや通り⾏く⼈たちの⽬を引き、話題の

中⼼となっている。

また、砂礫を好むコチドリが抱卵し、愛⿃家が当地初めての旅

⿃というキアシシギがこの⽔辺に訪れ⽬を楽しませてくれた。

⽔と緑とふれあいの街と⼀⼝に⾔うが、今回はカワセミ君やコチ

ドリ君の⼿を借りて⼈と⼈のふれあいの⽔辺広場がどうやら現

実のものとなったようだ。

そして、このことが、この川の⽔を豊にし、緑を茂らせ、砂地を残

し、野⿃たちが再び営巣して雛⿃を⾒せてくれるという、⼈と⾃

然のふれあいの場造りのきっかけになればいい。

暗〜いGWが⼀転して明るい未来の夢をカワセミ君に⾒させ

て貰い、軽い⾜どりで帰路につく。
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